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受章おめでとうございます

　2017年が始まりました。

　みなさま、心新たに日々邁進されていることと思います。

　昨年は選挙の年でした。みなさまの力が結集し、私たちの代表髙階恵美子氏

を2度国政に送ることができました。ありがとうございました。

　今年は2年後の選挙を見据え、こつこつと連盟活動を行ないたいと思います。

　会長として、会員確保のための施設訪問や研修等を計画的にすすめる予定

です。

　みなさま、今年は酉年です。

　優雅な鳥をイメージして頑張り過ぎない程度に羽ばたきましょう。

　あけましておめでとうございます。

　昨年は第24回参議院議員選挙お疲れ様でした。

　1万票の目標を掲げ、後援会名簿集め、役員・リーダー会での対策会議、各種

研修会・講演会での広報活動、施設訪問や、国政報告会・県議・市議の活動報

告会等に参加し支援者を広げるなど、これまでの選挙以上に幅広く活動しました。

そして、見事にたかがい恵美子2期目の当選を果たしました。ご苦労様でした。

　しかし、得票数は伸びませんでした。目標数をはるかに下回り、会員数にも届

きませんでした。ショックでしたね。確実な得票数を得るために何が足りなかっ

たのか、しっかり分析しなければなりません。

　リフォーム連盟の目指す“会員一人ひとりの自立に基づくネットワーク型組織

への改革”、役員からリーダーへ、リーダーから会員への『熱伝導』で、確実な

1票に繋がる活動等、今年はデータ分析・作戦会議をしっかり行い、次期選挙に

繋げたいと思います。今年もよろしくお願いします。
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　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　愛媛県看護連盟の皆さまには日頃より温かいご支援を賜り、心より感謝申し上げます。
昨年は、全国の看護連盟の皆さまの力添えのおかげをもちまして、たかがい恵美子先生
が2期目の当選を果たし、国政での看護の議席を堅守できた喜ばしい年となりました。
　私自身は党内人事によって、新たに自由民主党副幹事長に就かせていただくこととな
り、国会内では、厚生労働委員会の委員を再び拝命いたしました。現在、来るべき法改
正に向けて、医療や看護の様々な問題解決のため、議論を進めております。
　これからの超高齢社会を支えるためには、看護職の皆さまの大きな力が必要です。そ
の看護職の皆さまお一人お一人が働きやすく、やりがいをもって看護できることを心か
ら願うとともに、それを支える立場から、看護がさらにより良く発展していくためのお役
に立てるよう、引き続き現場の声をお聞かせいただきながら、全力で取り組んでまいり
ます。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

　新年、明けましておめでとうございます。皆様お揃いでよいお年をお迎えのことと思い
ます。昨年は「新会員情報管理体制（ナースシップ）」では大変お世話になりありがとうご
ざいました。又、連盟会員様のご協力もあり、愛媛県看護協会会員数は9807名となり、昨
年の目標9800名を達成できました。今後も、会員数1万人を目指してまいりますので更な
るご協力をよろしくお願いいたします。
　さて、今年の干支は酉（とり）年です。今年も慌ただしい年となりそうですが、鳥のよう
に大きく羽ばたき、飛躍の年にしたいと考えています。
　新たな財政支援制度が創設されて4年目を迎えます。看護関係の事業のほとんどがこの
基金の中で行われることとなったことはすでに皆様ご承知のことです。看護の職能団体と
しては、この基金を活用して社会の変化に対応した事業並びに県内の看護職の課題を明確
にするとともに課題解決へ向けての事業を展開していかなければならないと強く感じてい
るところです。

　それには愛媛県看護連盟と愛媛県看護協会の協働が不可欠です。
　地域の看護職と共に看護職の課題解決への努力と地域包括ケアシステムの推進へむけて、少しでも飛躍でき
るよう邁進してまいりますのでどうぞ、今年も皆様のご協力・ご支援よろしくお願いいたします。
　最後になりましたが、連盟会員皆様方のご多幸とご健康を祈念しまして新年のごあいさつといたします。

開かれた楽しい連盟活動を目指して
　第24回参議院選も無事終了し、新春を迎えました。決意を新たに、会員のみなさまと一
丸となって、次の目標に向かってがんばってまいりましょう。
　看護職は、これからの日本の「予防し、治し、支える」保健医療介護を担う主役です。
看護職が、安心して、明るく、プライドをもって活躍できることが、県民、国民のみなさま
によりよい医療介護を提供できる原動力になります。このためには、看護が抱える課題（看
護政策）を、一つひとつ実現に向けて組織的に活動していく、看護連盟の「組織の力」の
強化が不可欠です。
　昨年10月に東京で開催された都道府県会長・幹事長・支部長会の合同会議には、全国か
ら約800名の方々にご出席いただき、会場からは、参議院選への反省、これからの看護政

策実現に向けての連盟の在り方等に対するたくさんの意見が寄せられ予定した時間が足りない状態でした。合
同会議を通して、改めてこれからの「連盟の底力」を実感することができました。合同会議の後の懇親会の席
で、参加した若者のみなさんから「連盟活動は楽しい」という声をかけられ、とっても嬉しく、勇気づけられま
した。そうです。連盟のスローガンは、「ベッドサイドから政治を変える」です。連盟の活動は、会員のみなさ
まの、「発言」「働き掛け」からスタートするのです。「待ちの姿勢」ではなく、会員のみなさまの一人ひとりの
前向きな積極的な行動が、看護政策実現に結びつくと信じて、連盟活動を楽しく続けてまいりましょう。

衆議院議員

あべ 俊子

日本看護連盟会長

草間 朋子

公益社団法人
愛媛県看護協会会長

大西 満美子



連盟　あいひめ ［ ］3第 102号平成29年2月15日 発行

　謹賀新年　丁酉の2017年は、直感力と行動力を磨いて運気を取り込み “いのち（人
生）の実り” について、改めて考えたいと思っています。
　ひとの生きる力を守り支える看護のパワーを存分に活かせる社会づくりを進めたい。
そのために今、私たちは自らの知識･技術･経験を総動員して、諸般の労働法制の改革
に取り組んでいかなければなりません。
　これからの数年間は、従来の予想を超える多様な医療需要の増加と供給市場の拡大
が急速に進むと見込まれます。変化を座して待つのではなく、プロの目利きで時代を
先取りする攻めの姿勢で挑みたいものです。
　また、2015年に始動した我が国の女性の健康科学については、十分な学術基盤が醸
成されるように、2016年に始動した「幸齢社会への挑戦 “ハッピープラチナ運動” は、
順調に各所での事業が充実するように、引き続き力を注いで参ります。
　さらに２期連続の自民党女性局長として、７つの重点政策の一層の推進と女性議員
の育成と政治力向上の体制整備にも取り組みます。
　本年も、看護職の誇りを胸に鋭意努力する所存です。みなさまのますますのご繁栄
を心よりご祈念申し上げます。

　愛媛県看護連盟の皆様、新年おめでとうございます。平成29年が皆様にとってすばら
しき一年になりますよう、心からお祈り申し上げます。
　2017年の干支は丁酉（ひのととり） となります。酉年の “酉

ゆう

” は、「酒」という字のつ
くりになっているように、収穫した作物から酒を作る、「実る」 という意味もあるのだそ
うです。実りある年になるよう今年も精進して参ります。
　通常国会においては、新３本の矢として、「第１の矢　希望を生み出す強い経済」、「第
２の矢　夢をつむぐ子育て支援」、「第３の矢　安心につながる社会保障」が放たれる中、
来年の診療報酬、介護報酬同時改定に向け、今年は大きな山場を迎える年となります。
　地域包括ケアの中心的役割を期待されている私たち看護職が「良い看護ができた」と
実感出来るよう皆様の声を国政に反映して参ります。
　皆様とともに手を携え歩んでまいりますので、引き続きご支援を賜りますようお願い
申し上げます。

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
初当選から２年、看護の視点を軸にさまざまな法案に関わってまいりました。臨時国会
で成立した特別養子縁組のあっせんに関する法案では、議員立法作成・成立の過程を勉
強させていただきました。障がい者総合支援法の改正では、医療的ケア児とご家族を教
育・医療・福祉が連携して支援する体制の構築に力を注ぎました。
　３月には、稲田朋美先生からの推薦により待機児童問題等緊急対策特命チームの座長
に就任。ここまで来られたのも、看護職の先輩議員や連盟会員の皆さまのご指導があっ
てこそです。これからも現場の最前線でいただいたご意見やご要望を政策に反映してま
いります。そして、光の当たらぬところにあたたかな光を当てていく政治家でありたいと
思っています。
　最後になりましたが、京都三区（京都市伏見区、長岡京市、向日市、大山崎町）にご
家族・親類・ご友人等がいらっしゃいましたら、ぜひ木村の紹介をお願いいたします。
　本年もよろしくお願い申し上げます。

参議院議員

髙階 恵美子

参議院議員

石田 昌宏

衆議院議員

木村 弥生
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新居浜第一支部

新居浜第二支部

西条支部

今治支部

　明けましておめでとうございます。昨年は新居浜第一支部
として初めての選挙でしたが、皆様のご協力をいただき、「た
かがい恵美子」先生の２期目当選を果たすことができました。
今年は、次期選挙に向けての「組織力強化」をスローガンに、
気を緩めることなく地道な活動を行っていこうと思います。

　新居浜第二支部です。私達５人が中心となり活動していま
すが、連盟活動の知識が、まだまだ不足しております。皆さ
んにご指導いただきながら、支部活動を展開していけるとい
いなと考えております。本年も、よろしくお願い致します。

　明けましておめでとうございます。
　昨年は、参議院選挙では、多くの方々のご協力ありがとう
ございました。選挙の年が明けてほっとするのも束の間で次
回に向けて心の準備が必要です。西条支部は基礎研修をしっ
かりと実施し、会員の一人一人が看護と政治の重要性を認識
し、支部体制を強化したいと思います。どうぞ皆様のご協力
をお願いいたします。

　新年おめでとうございます。
　今年は、次の選挙に向けて力を蓄える１年として、看護と
政治を繋げる取り組み、地道な連盟活動をしていきます。
　そして、酉年！運気と活気をとりこみ、今治支部役員一同
ガンバリマス！皆さま、どうぞよろしくお願いいたします。

各支部の新年のごあいさつ

支部長：八木やよい
 山根　千春・鎌倉　文子・毛利智恵美・毛利　美鈴

支部長：曽我　敏子
 守屋　昭子・山﨑　峰子・上沖真由美・松木　和恵

支部長：大仲　道子
 安藤キクヱ・髙橋　直子・日浅千代美・青野　洋子
 三島栄里子

支部長：曽我部恵子
 福本　和枝・児島有希子・菅原　由紀・ 山本　岩枝
 越智さい子・若手　冨永　明宏
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中予第一支部

中予第二支部

中予第三支部

中予第四支部

　あけましておめでとうございます。昨年は選挙の年、皆様のご
協力ありがとうございました。
　中予第一支部は、複数の施設で構成されています。
　様々な環境で働く看護師が生き生きと働き続ける環境作りが大
切です。
　各施設の連盟会員の輪を広げ、一人一人が次期選挙に向けて羽
ばたけますよう！今年も宜しくお願い致します。

　明けましておめでとうございます。本年も宜しくお願い申
し上げます。今年の干支の酉にちなみ大空高くに羽ばたく鳥
のように私たちは大胆に清々しく連盟活動を行って参りま
す。今年度の目標は、次年度の選挙を見据えて内部強化を図
り、組織固めと自律して行動できるスーパーリーダーの育成
に重点を置き協力体制で活動します。

　明けましておめでとうございます。
　次回参議院選挙の候補予定者は、いつもより１年早く決ま
りそうです。当支部では、３月に吉田会長に講義をお願いし
て会員研修会を実施し、選挙に向けての第一歩にしたいと考
えています。２年間をかけて腰を据えた活動を行い、支部会
員の投票100％を目指します。

　明けましておめでとうございます。
　昨年の選挙では会員ひとりひとりの協力から「たかがい当
選」という結果に繋がりました。今年は更に若手の会員との
連携の輪を広げ、組織の活性化に取り組んでいきます。

あけましておめでとうございます

支部長：鋪村加代子
 土居　竹美・亀岡　由香・宮下　圭子・栗田　　衛
 松岡　早苗・木村　純一

支 部 長：松本久美子
 新藤ひとみ・嶋屋　留美
リーダー：野本　裕美・日野　聖美・福田かずえ・大窪　千晶
 四鹿美紀子

支部長：永江　　隆
 川久保亜紀・中野　由美・加藤　忠和・土屋　美穂

支部長：坂本　謙二
 石丸久美子・山崎美代子・上田　幸平・芝　　信吾
 矢野　千代・森　　豊美・野本千代美・高本　美紀
 谷岡　真作
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中予第五支部

中予第六支部

中予第七支部

中予第八支部

看護教育支部

　明けましておめでとうございます。
　昨年は、「髙階さんを再度国政に」という目的は達成しま
したが、目標票には遠く及ばず、結果を出す難しさを痛感し
ました。
　しかし、これからの社会情勢を思う時、発信力のある看護
職の存在をなくす訳にはいきません。連盟活動の継続あるの
みです。

　中予第六支部は、会員431名、支部役員８名で頑張ってい
ます。酉年は物事が熟し極まる年。結果や成果につながる機
会や出会いを取り込めるように“気づき・考え・行動する”
赤十字精神で地道な活動を続けて行こうと思います。
　今年もよろしくお願いします。

　あけましておめでとうございます。
私たちの生活には「政治」が大きく関係していることを日々実感
する今日このごろです。今年は一人でも多くの看護職に『政治に
関心を持つ』種まきができればいいかなと思っています。また、
看護の役割が拡大するなか、「なぜ国政に看護職の代表を送らな
ければならないのか」ということを、地道にコツコツと広める役
割を果たしていきたいと考えます。

　第八支部が誕生し２年目を迎えます、新役員でのスタート
となりました。会員たちが政治活動に興味をもつためには、
頼りがいのあるリーダーの育成が必要となります。
　この度、リーダーの１/３を男性会員にし、活気のある支部
づくりに取り組んで参りたいと思います。
　今年もよろしくお願いいたします。

　あけましておめでとうございます。昨年も、多くの方に中
予支部主催の会員研修会へ参加して頂き、ありがとうござい
ました。今年も臨床と教育の場に共通するホットなテーマで
魅力ある研修会を企画したいと思います。どうぞよろしくお
願いいたします。

支部長：政岡　千種
 笹山千代美・向井　五月・節安由美加・河野　美紀

支部長：泉　恵美子　　県監事：竹田喜久恵
 右崎眞珠美・塩崎　博子・田中　深雪・岡　久美子
 井上　広美・重松　和子・堀内　慈子

支部長：西岡　愛弓
 倉橋　千秋・岡本成以子・熊　　則子・玉田五十鈴
 高市　美幸・渡邉真千子

支部長：川本かよ子
 川本　美加・小松　　忠・宇田　映子・山本　葉子

支部長：辻　好美
 矢野由紀子・大北　米香・中越　利佳・山下奈緒子
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南予第一支部

南予第二支部

南予第三支部

若手の会

　新年明けましておめでとうございます
　南予第一支部は平成28年7月より旧第三支部と合併し10名のメ
ンバーで新体制となり、たかがい恵美子参議院選挙においては南
予の底力を発揮しました。看護師の働きやすい環境を目指し次期
参議院議員選挙に向け支部役員、リーダー、若手の会メンバーと
共に熱伝導で頑張ります。よろしくお願いいたします。

　新年おめでとうございます。
　南予第二支部です。私達は、大洲・八幡浜地区の会員290
名の支部です。
　今年は干支のとりのように大きく翼を広げ「会員の増加」
を目標に全員で元気に支部活動を頑張ります。よろしくお願
いします。

　新年を迎え、お慶び申し上げます。
　昨年、南予第三支部として新しくスタートしました。西予
市・吉田町の六施設で気持ちも新たに、各々が自分たちの職
場環境・生活の充実、向上を目指し、研修会等参加や選挙、
県議会傍聴等、積極的に取り組んで来ました。
　今年もマンパワー不足、ゆとり不足など種々困難な道では
ありましょうが、地道に頑張って行きたいと思います。皆様、
よろしくお願い申し上げます。

　愛媛県看護連盟会員並びに若手の会会員の皆様、新年あけましておめでとうございます。
　昨年は、参議院選挙が行われ若手の会として精力的に活動し、ご協力して頂き感謝申し上げます。今年は愛
媛県で中国・四国ポリナビワークショップが開催されます。若手の会会員全員が一致団結し、より気持ちを引き
締めて活動して参りますので本年もより一層のご支援、ご指導の程宜しくお願いします。

▶若手ブロック長会
　篠浦　由樹・上田　美和・宇都宮　豊・田中　邦央・佐々木忠則・高石　律香
▶若手東予ブロック
　宇都宮　豊・岩永　麻衣・滝本　美香・横井　由実・川村　弘明・宮崎加奈子・田窪　宏行・徳永　　恵
　十亀　百合・木下沙也加・柴原亜寿紗・神山　也実・長山　幸仁・鎌田　貴彦・冨永　明宏
▶若手中予ブロック
　篠浦　由樹・上田　美和・田中　邦央・松原恵理子・田中　孝幸・土井田龍二・冨永　祐子・佐々木和樹
　木村明日美・白石　通頼・中村奈々子・宇都宮佑次・中野　華林・田邊　里央・松本　千紗・中村　真依
▶若手南予ブロック
　佐々木忠則・西本　麻衣・末光　真妃・大財　美里・土居　勇太・松尾　　良・酒井　拓二・上野　晋也
　渡邊　弥生・細川のぞみ・赤坂めぐみ・井上ゆかり・山師　育子 （平成29年1月現在）

支部長：家藤八重子
 土居　敦子・兵頭　厚美・山本　静子・福本利恵子

支部長：楠  多佳子
 小島由美子・高岡美智代・西本美知子・上田美保子
 井上　典章

支部長：福本　節子
 山下　千鶴・冨永　　誠・土居　洋子・宇都宮彰子
 正木　由美・見谷　吏絵・水野　明美・山村　育子
 大戸五百子
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　明けましておめでとうございます。昨年は記念100号で会報名を「連盟あいひめ」とリニューアル
いたしました。私たち広報委員一同、皆様のご支援をいただき、より愛される広報活動を続けてい
きます。今年もよろしくお願いいたします。

会員研修に参加して
「看護アセスメントトレーニング」―限られた情報から5秒で言語化―

松山赤十字病院　桑原奈緒美

新任支部長・役員・リーダー等研修に参加して
南予第二支部幹事・市立八幡浜総合病院　上田美保子

新居浜第一支部リーダー・十全総合病院　三好 悠介

　平成28年11月26日、内田陽子教授（群馬大学大学
院）の研修に参加しました。
　講演の中で、看護過程とは、見えている患者情報
から、推理し仮説を発展させ、5秒で言語化し、看
護計画を立案・実施・評価し、小さな看護過程から
包括的な看護過程と発展させていくものである。意
思決定を下すまでの思考過程「推測→分析→判断→
選択→解釈→統合」が重要で、いろいろなアイディ
アを声に出し、結果や成果を予測して行動する。さ
らに、問題点だけでなく、強みもアセスメントして
良いところを見つけることが大切であると学びまし

　平成28年12月9日新任支部長・役員・リーダー会
研修が開催され、95名の会員の参加がありました。
［研修内容］
１． 巻田すみ子愛媛看護連盟幹事長による「支部長・

幹事長・幹事の役割について」
２． 榮洋介若手の会初代会長による「リーダーの役

割」について
　今回の研修で改めて「質の高い看護の提供」を目
的に、日本の看護水準の向上を図るために看護協会
は設立され、看護職が抱えるさまざまな問題を解決

　12月9日「支
部長・幹事長・
幹事の役割」、
「リーダーの役
割」、「スーパー
支部長・スー
パーリーダーと
はどんな人材な
のか？」をテーマとした研修に参加しました。
　各グループで自分たちの思い描くスーパーリー
ダーとはどんなものかを挙げそれらをまとめました。
それらの中で出た意見としては大きく分けて人物像・
行動・知識の３つに分かれました。様々な経験年数
の看護師がいる中で意見を出し合い感じた事は、参
加者全員が看護が好きということです。自分たちの

た。また、「人と人との心
のつながりが、看護の成果
である」と先生が述べられ
ていました。
　看護の主体は、患者であ
り、患者のHAPPYを考え
ないといけない。そして、
お互いの心を通わせプラス
思考の看護過程を展開することで、看護職もみんな
でHAPPYになれるように共に成長していきたいと
思いました。

するための看護職の代表を国政に送り出すために政
治団体である看護連盟は設立されたという経緯を知
ることができました。
　看護の現場をよくするためには政治力の強化が不
可欠です。政治力がなければ現場は変わりません。
そして私達の代表を国政に送り出さなければ、私達
の声は国政に届きません。そのためには、看護連盟
の役割、活動を職場に伝え、一人ひとりに理解して
もらえるように働きかけていきたいと思います。

好きな仕事をよりよいものにしていくために、看護
連盟はなくてはならないものだと再認識することが
できました。
　その他にも、他の病院での看護連盟の具体的な活
動内容、若手の会発足までの経緯についても聞く事
ができとても有意義な研修となりました。今後、一人
でも多くの方に看護連盟について関心を持ってもらえ
るよう自分が
中心となって
周りに熱伝導
していけるよ
う今後の活動
に励んでいき
たいです。


